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帆の⾓度調整
欄間のような隙間を作り、そこにロープを巻き取り
ながら動く装置を付ける。両側で締める・緩めるを
⾏いながら移動させることで帆の⾓度を調整する。
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ゆっくりと進んでいるので
砂浜の途中でも乗り込める

海洋プラスチック回収⾞による海岸の更新

00. 研究背景 - 海洋プラスチック問題 -

プラスチックは⼿軽で耐久性に富み、安価に⽣産できることから、製品だけではなく、ビニールや発泡スチロールなどの包装や梱包などにも幅広く使われる。しかし、プラスチックの多くは使い捨てされており、利⽤後き
ちんと処理されず環境中に流出してしまうことも少なくない。そうして環境中に流出したプラスチックのほとんどが最終的に海に⾏き着く。既に世界の海に存在していると⾔われるプラスチックごみは、合計で 1億 5000
万トン。そこへ少なくとも年間 800 万トンが新たに流⼊していると推定されている。こうした⼤量のプラスチックごみは、既に海の⽣態系に甚⼤な影響を与えており、このままでは今後ますます悪化していくことになる。
また豊かな⾃然で成り⽴っている産業にも直接的、間接的な被害を与え、経済的損失を与えている。本研究では海洋プラスチック問題の中でも、普段地元で⽬にすることの多い海岸に打ち上げられた漂着ゴミにフォーカスし、

実際に海に通いながら漂着ゴミの回収する⽅法とそれに伴う海岸の⾵景の更新について考える。

まずトングと袋を持って回収を試るが、大きなプラスチックは回収できるが、サイズの小さい

プラスチックは回収することが困難であった。そこで小さいプラスチックも回収できるように

1mm のふるいと 5mm のふるいを使った。次にふるいの範囲を大きくしたものを作り、回収効率

をあげた。ふるいの機能を使うことが有効的であることから、ふるいを使った回収道具の設計

を行った。しかし、実際に引いてみると摩擦が大きく、人力で引くには困難であることがわかっ

た。そこで片手で引けるサイズの小さな回収道具を作り、再度試みることにした。これは片手

で引けるような大きさで作ることで大きなエネルギーを使わずに回収することを目的に設計し

た。次に鞄程度の大きさのふるいに取っ手を付け、手で振動を与えて海洋プラスチックを回収

する道具を制作した。道具を引くよりも簡単に集めることができるが取っ手が短い分、集める

ために毎回しゃがまなければならないため、移動範囲は狭くなった。そこで更に軽量化を行った。

木板にふるいの機能となる金網を円弧を描くように張り、取っ手を長めに取ることで浜辺を歩

きながらプラスチックを回収する道具を作った。

02. 回収⽅法の提案 - 海洋プラスチックを回収するモビリティの提案 -

01. 回収⽅法の模索 - 回収道具の制作と実践 -

神奈川県鵠沼海岸~茅ヶ崎海岸
最初に最初に海洋プ初に海洋プラスチック問ラスチッ 題を⾃分事と題を⾃分事を⾃ して捉えるこる と、漂着ゴミの現状を知ることを⽬的として海に通う。海に通い海洋プラスチックを回収しながら
回収するため回収するための道具を制作の道具を制作し、実践を⾏実践を⾏った。対象のっ 海岸は神奈川奈川県の鵠沼県の鵠沼沼海岸~茅ヶ崎海岸の約 5kmとした。

｜ 回収の記録 ｜

海岸に海洋ゴミを回収するモビリティを挿⼊する。回収⾞に乗ることで海岸をゆっくり⾛りながら落ちている海洋ゴミをふるい
で掬うようにして回収を⾏う。回収⾞の後部に動くことで砂を集め海洋ゴミを回収する装置を作る。回収⾞では、⼈が乗りなが
ら道具を使って掬うように回収する⽅法と、後部に取り付けた回収装置で回収する⽅法の 2つがある。回収した海洋ゴミは分別
され、海洋プラスチックは⾞内に設けられている透明なショーケースに⼊り、流⽊は前⽅に設けられた部分に積むように置かれ、
漁網は後部に設けられたフックに吊り下げられる。このように回収した海洋ゴミは周囲の⼈たちに展⽰するかのように保管され
ることで、啓蒙活動になる。海岸にこの回収⾞が⾛ることで、浜辺をきれいにするだけではなく、海洋ゴミの問題についての関

⼼を持ってもらうことができると考える。

回収⾞の提案
回収道具の制作と実践から回収⽅法の解像度をあげる

「ふるい」
「⼩型・軽量」
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「しゃがまない」

「砂浜を歩くエネルギー」
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度を調整する

陸側から⾒た回収⾞の⾵景と海側から⾒た回収⾞の⾵景に変
化をつける。陸側では回収⾵景を⾒せるような啓蒙としての
⾵景、海側は回収⾞に乗ることを重視した利⽤としての⾵景

帆の確度を調整するための屋根上に設けられたルーフ
レーンと屋根下に設けられた⾓度調整機。運転席から操

作することで⾵向によって帆の⾓度を調整する。

漁網の回収した後に保管す
る場所。回収した漁網を吊
り下げながら⾛ることで回
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回収した海洋ゴミは分別され、海洋プラスチックは⾞内に設け
られている透明なショーケースに⼊り、流⽊は前⽅に設けられ
た部分に積むように置かれ、漁網は後部に設けられたフックに
吊り下げられる。このように回収した海洋ゴミは周囲の⼈たち
に展⽰するように保管されながら⾛ることで、回収⾞が海岸を
⾛ること⾃体が啓蒙活動になる。陸側から⾒る回収⾞は啓蒙活
動としての⼀⾯を⾒せるが、海側から⾒ると壁に寄りかかり、

深い軒がつくる⽇陰で⻩昏るような⼀⾯を⾒せる。

辻堂海岸

31g/h

海の公園

18g/h

鵠沼海岸

15g/h

辻堂海岸

23g/h

鵠沼海岸

56g/h

茅ヶ崎海岸

172g/h
回収⾵景

回収⾞は再⽣可能エネルギーによって得られた電⼒を動⼒とし
つつ、⾵⼒を補助的に推進⼒とするためヨットのように帆を張

る。帆の⾯積は地域ごとの平均⾵速によって決定する。
⾵⼒を補助的に推進⼒とするためヨットのように帆を張
帆の⾯積は地域ごとの平均⾵速によって決定すする。



ウッドデッキ

サイクリングロード
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⼯房へ続くスロープ

ポーラス陶器を作る⼯房
登り窯と煙突を設ける

03. 海岸の更新Ⅰ - ⿂礁による海の再⽣ -

04. 海岸の更新Ⅱ - ターミナル -

ー プラスチックを消費して価値を与えるマテリアル ー

ー 実験の課程 ー

実験の結果

海洋プラスチックと陶⼟を混ぜて焼却すると、想定していた通りプラ
スチック部分は燃えて灰になり、陶⼟は固まりポーラスな陶器を作る
ことができた。しかし、その強度は多孔質になっている分、脆くなっ
ているように⾒え、プラスチックの量を多くすると固まりきらずばら
ばらになるということがわかった。そのため構造体として利⽤するに

は困難であると考えられる。

焼却と焼成の温度が類似
していることに着⽬

海洋プラスチック
焼却温度 850℃~

陶⼟
焼成温度 900℃~1300℃

海洋プラスチック

陶⼟

900℃~

ポーラス陶器

海洋プラスチックは灰に

陶⼟は固まる

の温
こと

海洋プラスチックと陶⼟を練り混ぜる 乾燥させて素焼きする
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本焼き：8hour
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海のランドマークカヤックフィッシングのスポット砂浜の回復 地曳網の網を落とすポイント

― 回収⾞のターミナルの設計 ―

再拡散の問題から他の材料を組み合わ
せて再度実験を⾏う必要性があると考
えた。そこでプラスチックを消費する
( 焼却する ) ことで新しく価値を与え
るマテリアルを提案する。

実験の中で、既に脆くなったプラス
チックを加⼯してプラスチック製品の
建築材料として海岸で利⽤することは
誤って海岸に再流出してしまう可能性
や、紫外線や潮⾵でさらに脆くなり、
再拡散してしまう可能性があることが
わかった。

再拡散の問題

消費して価値を与える

ー 再利⽤⽅法の模索 ー

回収⾞の形状を考慮し、三⾓のフレームのガレージを計画する。このフレームを基準にスロー

プを四⽅に設け、2 階に待合室 + カフェと、通路を介して展望デッキを設ける。この展望デッ

キは海のアクティビティを眺めることができる。海に近いグラウンドレベルではタープを張る

ことで⽇陰を作り、釣った⿂などでバーベキューができる場所や、乗り場の下ではボートの貸

し出しを⾏うなど、海のアクティビティを助⻑するプログラムを設ける。回収⾞の動⼒となる

エネルギーは⾵⼒発電で賄う。この⾵⼒発電は垂直動線として利⽤される。

― ターミナル ( ガレージ棟 ) ―

回収⾞の形状を考慮し、三⾓のフレームのガレージを計画する。

2 階に待合室 + カフェと、通路を介して展望デッキを設ける。

ことで⽇陰を作り、釣った⿂などでバ ベキュ ができる場所や、乗り場の下ではボ トの貸

し出しを⾏うなど、海のアクティビティを助⻑するプログラムを設ける。

海に近いグラウンドレベルではタ プを張る

道路側と駅とを
接続するスロープ岩場に向かうスロープ

展望スペース
海のアクティビティを⾒渡すことができる

タープ下の休憩広場

乗り場下のカヤックボートの貸出場所
⾼床式の下の空間を道具の保管場所として利⽤する

2F の待合室とカフェ

展望デッキから海を⼀望する

休憩広場
タープを張ることで⽇陰を作る

釣った⿂でバーベキューができる

⼯房へ続くスロープ

⾵⼒発電を使って
垂直動線を設ける

ボートや釣り竿の
貸出を⾏う

ポーラス陶器を作る⼯房
登り窯と煙突を設ける

待合室・カフェ
2F 通路

乗り場

⾵⼒発電
回収⾞⽤の電⼒と駅内

での電⼒を賄う

岩場

ボートの保管場所
砂防柵で囲われている

テトラポッド
砂浜の浸⾷防⽌

砂防林

国道 134 号

海釣りをする⼈が多い

て座りながら釣りをしている

ヨットやパドルボードなど
の⼊出港

東側に⾏くにつれてサーフィンを
楽しむ⼈が多く⾒られる

サイクリングロード

SITE 1.

― 配置計画 ―

北側のウッドデッキ、南側の岩場に駅を配置し、スロープで接続することで道路
側から砂浜を経由せずにアクセスすることができ、また海に近いことで、ボート
の貸し出しを⾏うことや、サーフィンや海釣りをしている⼈たちの休憩の場所と
して配置する。⼯房は窯を使うので放熱を考慮し、駅から離した距離に置く。陶
⼟の搬⼊を考慮し、サイクリングロードに接するように配置を⾏う。

回収⾞の発着点となるターミナルの設計を⾏う。ここでは「回
収した海洋ゴミの荷卸し」「ガレージ」の機能を持ったガレー
ジ棟と「プラスチックの加⼯場」の機能をメインとした⼯房
棟に分かれる。ガレージ棟ではボートやサーフボード、釣り
竿の貸出やカフェ、バーベキュー場、展望スペースなどを設
け、海を中⼼としたコミュニティの場を提案する。また⼯房
棟では⿂礁のマテリアルをつくるために砂浜の傾斜に合わせ
た登り窯を設ける。
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ポーラス陶器を⼈⼯⿂礁として海に設置することを提案する。⼈⼯⿂礁の
事例としてカキやホタテなどの⾙殻を使⽤することによって⿂の餌となる
微⽣物や海藻が多く⿂礁につき、⿂を引き寄せることができるものがある。
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No.1
距離：2.43km

N

SITE1

SITE2

SITE3
SITE4

SITE1

SITE1. 拠点 ( ガレージ棟 )

⿂礁とシーカヤック

回収⾞

回収⾞

流⽊ ヘッドランド カヤック 海釣り 流⽊ 放⽔路 盛り⼟ 地曳網 放⽔路 流⽊ サーフィン 放⽔路 流⽊

回収⾞

ランドマークとしての⿂礁

回収⾞

⿂礁と地曳網

SITE2. 流⽊乾燥所

SITE1. 拠点 ( ⼯房棟 )

SITE3. 放⽔路に架かる橋とバス停 ( 漁網 )

SITE4. 放⽔路に架かる橋とバス停 ( 漁業⽤ブイ )

04. 海岸の更新Ⅲ - 流⽊の乾燥所 - ― スイス積みによる⾵景の更新 ―

流⽊を回収

乾燥所にてスイス積み 

⼀ヵ⽉乾燥

乾燥後、⼯房へ 

スイス積み

燃料として利⽤するために

乾燥場所を計画する

― 潮⾵を考慮した温室の設計 ―

― ⼩さな流⽊の⼀般提供 ―

回収した流⽊の⼤きさは様々であり、⼤きいものは⼯房での燃料とするため
に乾燥所の内部に積まれ、⼩さいものは乾燥所の外に積まれ、⼀般に提供さ
れる。この流⽊は海でキャンプする⼈が使うことを想定する。そのためこの
流⽊乾燥所付近では海キャンプのサイト地として⼈が集まる。

流⽊を乾燥させるためには天⽇⼲しを⾏う必要があるが、海⽔が含まれて
いる潮⾵は流⽊を乾燥させるためには不適切である。したがって、潮⾵に
当たらない温室で流⽊を乾燥させることを計画する。また、温室の設計に
当たって、湿気の少ない空気で換気を⾏う必要があるため、陸側に空気を
取り⼊れるガラリを設け、煙突効果によって⾃然換気を促し、湿気が溜ま
らないように計画する。

流⽊は回収⾞から荷下ろしされ、作業場で適切な⼤きさまでカットが⾏われる。カットされた流⽊
はスイス積みのように円状に積み上げられる。スイス積みとは薪の積み⽅のひとつで、不均⼀な薪
や端材を積み上げるのに適した積み⽅である。およそ⼀か⽉乾燥させた流⽊は解体され、燃料とし
て使うために回収⾞によって⼯房まで運ばれる。流⽊による⼭が絶えず⼊れ替わるような⾵景がこ
こではつくられる。

海岸のリサーチを⾏う中で、流⽊が集められた⼭を数か所あることがわかった。この流⽊は回収⾞によって回収し、登り窯の燃料として
利⽤することを計画する。しかし、流⽊は海を漂っていたため湿気を含み、そのまま燃料として使うには⼗分な⽕⼒がでないことがある
ことがわかった。そこで流⽊を燃料として⼗分に使えるようにおよそ 1カ⽉間乾燥させるための流⽊乾燥所を提案する。

平⾯図 Scale=1:200

サイクリングロードと搬⼊⼝

サイクリングロード
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登り窯

ポーラス陶器を
積み上げた壁

ガレージ棟に
続くスロープ

煙突

⼯房
陶⼟の搬⼊を⾏う

窯の熱を利⽤した持ち帰り
専⽤のカフェ

― ターミナル (⼯房棟 ) ―

回収した海洋プラスチック・流⽊はサイクリングロードに⾯した⼯房に運ばれる。⼯房は砂浜の傾斜に合わせて段々にし、サイクリングロー
ド側では陶⼟の搬⼊と登り窯の熱を利⽤した飲⾷店を⾏う。登り窯から発⽣する熱を逃がすためにサイクリングロード側の屋根をずらして
⾵の通り道をつくる。海洋プラスチックは陶⼟と⼀緒に練り混ぜられ、東側の段々で⼆週間乾燥させる。乾燥後は登り窯によって焼成し、ポー
ラスな陶器がつくられる。ポーラスな陶器は⿂礁に使われるだけではなく、積み上げることで建物の外壁として使われる。建物の⾓度を振
ることで砂浜の溜まる場所とくぼみをつくる。くぼみの部分では⼈の居場所となり、砂浜の溜まる部分は登り窯の放熱から距離を取るため
の機能を持つ。

海から⾒たターミナル (⼯房棟 ) 流⽊乾燥所作業⾵景
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SITE5. 放⽔路に架かる橋とバス停 ( タイヤ )

SITE6. 放⽔路に架かる橋とバス停 ( 漁網 )
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05. 海岸の更新Ⅳ - 放⽔路に架かる橋とバス停 -

浜辺に落ちている漁網

不良品のセラミック

1. フレームを建てる 2. 漁網を張る 3. セラミックを⼊れる

4. ⼆段⽬ 5. 三段⽬ 6. 構築物に砂が溜まる

⽔路から流れるプラスチックを海に流出する前に回収を⾏う
ため、橋に回収装置を設ける。この回収装置は L字の
⾦物にメッシュを張り、そこにプラスチックが
引っかかり溜まる仕組みである。集まった
海洋プラスチックは回収⾞の巡回に
よって回収される。

バス停の設計では、海岸で回収したものを利⽤して回収した量に⽐例して徐々に休憩所を提案する。その⼀例としてここでは漁網と⿂礁に使うセラミックの不良品を使う。まずは設計する場所にメインのフレームを設置する。次にフレーム回収した漁網を⼆
重にして下から張り付ける。次にフレームを⼀周するように張り付けた漁網の中に不良品となったセラミックを投⼊する。これを繰り返して⾏うことで漁網が枠組みとなったセラミックの積みあがった構築物ができる。またこれは積み上げる段階でサブフレー
ムを設けることで内部に空間ができ、⽇陰を作ることで海にいる⼈たちの休憩場所となる。

N

キャンプのサイト

回収した流⽊を運ぶ

流⽊をカットする

放⽔路

余った流⽊を使って
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乾燥した流⽊を回収する
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つたって休憩所に⾏く

作業場

庇

海洋プラスチックの回収装置

海洋プラスチックを回収する

回収⾞の⾞路
回収⾞の⾞路

平⾯図 S=1/150
放⽔路に架かる橋と回収装置 砂浜のランドスケープで休憩所を造る
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